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低入札価格調査の実施概 要               （工事契約） 

工事件名 
Ｒ8 大洗研 廃棄物管理施設管理機械棟機械室耐震

改修工事（契約番号：0801C00369） 
実施場所 

本部 総合管理棟 

1階 入札室 2 

調査を実施した

業者名､住所： 

株式会社オカベ、茨城県日立市多賀町二丁目 10番 7号 

項 目 内  容 

1. 当該価格により入札した

理由 

ヒアリング結果を踏まえ、技術的な観点では、当該業務を遂行するこ 

とは妥当と判断できる。 

 

2. 契約対象工事附近におけ

る手持工事の状況 

手持ち工事あり。 

（R7 大洗研 廃棄物管理施設 管理機械棟居室部耐震改修工事） 

 

3. 契約対象工事に関連する

手持工事の状況 

ヒアリング結果を踏まえ、技術的な観点では、当該業務を遂行するこ 

とは妥当と判断できる。 

 

4. 契約対象工事箇所と入札

者の事業所、倉庫等との

関連（地理的条件） 

ヒアリング結果を踏まえ、技術的な観点では、当該業務を遂行するこ 

とは妥当と判断できる。 

 

5. 手持資材の状況 ヒアリング結果を踏まえ、技術的な観点では、当該業務を遂行するこ 

とは妥当と判断できる。 

 

6. 資材購入先及び購入先と

入札者との関係 

ヒアリング結果を踏まえ、技術的な観点では、当該業務を遂行するこ 

とは妥当と判断できる。 

 

7. 手持ち機械数の状況 ヒアリング結果を踏まえ、技術的な観点では、当該業務を遂行するこ 

とは妥当と判断できる。 

 

8. 労務者の具体的供給見通

し 

ヒアリング結果を踏まえ、技術的な観点では、当該業務を遂行するこ 

とは妥当と判断できる。 

 

9. 過去に施工した公共工事

名及び発注者（過去 10 年

間） 

ヒアリング結果を踏まえ、技術的な観点では、当該業務を遂行するこ 

とは妥当と判断できる。 

 

10. その他の必要な事項 ※建設副産物が発生する工事については、建設副産物の搬出予定が適

切かどうか等を明記するものとする。 

建設副産物は、これまで適切に処理してきた実績があり、契約対象工

事に関連する手持ち工事と同様の処分業者へ搬出する予定であるこ

とから、適正に処分可能であると判断する。 

ヒアリング結果を踏まえ、技術的な観点では、当該業務を遂行するこ

とは妥当と判断できる。 

 

11. 1.から 10.までの事情聴

取した結果についての調

査検討 

入札者が当該価格により入札した理由及びその理由を裏付ける資料

に不足はないと考える。また、入札者の現況や過去の実績から勘案 

して、本入札案件の履行能力が十分にあると考える。 

よって、技術的な観点では、当該業務を遂行することは妥当と判断で

きる。 

 

12. 経営状況 （公表しないこととする） 

13. 信用状態 ① 建設業法違反の有無：なし 

② 賃金不払いの状況：なし 

③ 下請け代金の支払遅延状況：なし 

④その他 
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14. 契約担当箇所の判断 ☑契約の内容に適合した履行がされると認める（当該業者を落札者と 

する。） 

□契約の内容に適合した履行がされないおそれがあると認める（次順 

位者を落札者とするか、又は低入札価格調査対象業者とする。） 

□再度の入札を行う暇がない特別な理由のため随意契約に切り替え

る。 

15. 備考  

 

 


